
Cymbelineの言葉について

内山倫史

（1）、

qツ拠う8伽θは・批評家の間で最も殿誉褒既のある作品である。Dr　Johngo算は，この作品

の構想が愚劣であること，人物の行動が支離滅裂であ尋ζと，名前，時代考証が杜饗であるこ

となどをあげて酷評している。1）一方，Qumer－（buchほ，工mogenの描写の素晴らしさに言
■　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「及して，彼女をqツ7幼8伽8のかなめと考えている。2）また，RG　Hunterは，「再生」の　　　　　　　，．

eーマを中心に考えた場合・Posthum幣こそこの作品の中心人物であるとみなしている。3）

この小論では，qッ加68伽8における韻文及び散文が，主な登場人物の性格描写にどのよう

な役割を果しているか考察を加えてみたい。’

②

まず，Posthumusの言葉を取り上げてみたい。第一幕第二揚，．王により追放の身になっ

たPosthumusが，　Imogenへ別れを告げる時の言葉をみてみよう。

How，　how？’Another～

Y。u　gεnt1色9。ds，　give　me　but　this　l　have，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i`nd　seal　up　my¢mbracements魚）m　a　next

With　bonds　of　death！Remain，祀main　thou　he祀，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

@　　　　　　　　　　　P麗旗π君oπ痂87動8．

While　sense　can　keep　it　on　3　And　sweetest，　fairest，

As　I　my　poor　self　did　exchange　for　you

To　yOur　so　il1丘nite　Io5s；so　in　our　triHes

Is行U　win　of　you．　For　my　sake　wear　this，

工tis　a　manacle　of　love，　1，ll　place　it

Up。・this　fairest　pdsone監

jp駕甜まπg記うプ認‘8」8孟oπゐ8rα7r鵠．　（1．　i董．　45－54）

W．HCIemenは，　Posthumusの言葉に殆ど顕著なイメ1一ジがみられないことに触れ，彼の

性格が生彩を欠いていることを指摘している。4）「二度目の婁を抱くことがあれば，死の契約

書をもって私の腕を封じたまえ！」という大袈裟な蓑現，Imo｛聖n『への呼びかけに，“sweet・

est”C“?煙撃?唐煤hという陳腐な最上級のたたみかけ，さらに，　Imogenを1“fa爵st　prison”に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑Qえる奇想一この台詞には，新妻との別れにふさわしいイメージが用いられることもなく，

型にはまった表現しかできない想像力に欠けた人物の姿がまず浮き彫りにされている。

Po呂thumusのこのような牲格は，第二幕第四場，’11nogenが1achimoの誘惑に屈したと

信じ・女性一一般を呪う彼の独白の中にもあらわれている。
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工sthere駐o　way　for　men　to　b6」but　women

Must　l£h…呼woτke恩2We肛e　aU　bas倣ds，

A且dthat　mostΨe且erable　man，　wLich　I

　　　　　　　　　　　　　　　一cid　call　m￥father，　was工know　not　where

When　Iやras　stalnp，d．　Some　coiner　with　his　tools

M自de　me　a　counterfeit　3　yet　my　motber　seeロ1，d

The　Dian　of　that　t董me；so　dot｝1　my　wife’

The　nonpareil　of．this、　O　vengeance，　vengean㏄！　　　　　　　　　　　　、

Me　of　my　lawful　pleasure　she　restrain’d，

And　pτaゾd　me　oft　forbealance：did　it　with’
㍉　　　　　　1　「

Apudency　so　msy，　the．sweet　view　o11’t

Might　we1Ulave　warm，d－old　Saturn；that　I亡hought｝ier　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

As　cha轟te　as　unsunn’δsnow．0，　an　the　devils！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

This　yeUow　Iachimo，…n　an　hour，　wa5’t　Ilot　P

Like　a　fu皿racorn，d　boar，　a　German　one，

Or　less；at且rst？Perchance　he　spoke　not，　but

Cded‘‘0！舛and　mount¢d；（王工i肌153－169）

「おれたち人間がこの世に生れるには，女の手を借りねばならぬのか？……」と淡淡と語ら

れる最初の8行には，諦めきうた悲劇の主人公にふさわしい言葉の調子がみられる。ところ

が，突然「復讐だ」（160行）という激しい言葉が繰り返され，これからPosthumusの心情

が吐露されるものと期待すると，「あれはこのおれに夫婦の喜びを与えず，婚礼の日までが
まんしてなどと言ったものだ」（161行一162行）という弱弱しい言葉になり，また，．Imogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

の清浄さを「朝日を浴びる前の雪のよ．う」（165行）というありきたりの比喩であらわしてい

る。165行目からは急に調子が変わり，疑問符やコンマの多いとぎれとぎれの言葉，「ドソグ

リぶとりのドイツ豚」（168行）というグロテスクな比喩などにより，Posthumusの台詞は
●　　　●　　　■

ただのわめきに堕してしまっている。彼は，第二幕第四揚め上の独白以後，第五暮第一場ま

ではすっかり姿を消してしまう。　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　’

第五幕第一場に登場するPosthum“sは，以前のPosthumusと同じではない。この場は，

彼の次の独白から始まっている。

Yea，　bloodアdot｝1，1，H　keep　thee：for　I　wish’d　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響@　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

shou　shouldst　be　colour，d　thu豊You　married　ones，

1f　each　of　you　should　ta1ζe　this　course，　how　many

Must　murder　wives　much　better　tban　themselves

fbr　wrコ加g　but　a　Httle？OPisanio，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

Eve塀g姻…t　d㏄s．n。t副oo㎜nds：
・No　bond，　but　to　dq　just　one鼠・．Gods，茸you　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

Should　have’ta，en　vengeance　o耳my　f加1ts・工never

’・ gad　liずd　to　put　on　this：so　had　you’saved

The　noble五mogen，　to祀pent，　and　struck・
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Me，　w】£tch，飢o爬曲rth　your　vengεanoe．（秘1．1－11）　　’

■　　　●　　　■

ここには第二幕第四場にみられたわめきはなく，素朴な冒葉と，ゆるやかに流れるリズムで，

　　　　Ihmogen殺害を命じた自らの非を悟うた彼の気持，苦しみの後「再生」した彼の姿が巧みに
描ぎ出されている。工MNoswortbyは，　Pos中umusの良心の呵責は納得できないと述ぺ　　　　　　．

ずけるのである。この独白の語彙云葉の調子には，彼の悔恨の気持の喘ぎさえ感じられる。

さらに，同幕第四場，プリテγ軍に囚われの身となうたPo5thumusは，獄中で次のよう

に独白する。

Most　weloome　bondage；for　thoロart　a　way，

Ithlnk　to　hberty：yet　am　I　better

Than　one　that，s　sick　o，　th，　gout，　since　he　had職tber

GroaII　so　in　perpetuity　than　be　cur’d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T

By　th’su祀phアsician，　Death；who　is　the　key

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　幽s’unbar　these　lock翫My　coロ5dence，　thou　art　fettefd　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やlo祀than　my　shanks　and　wrists：you　good　gods，　give’me

The　penitent　instじuInent　to　pick　that　bdt，

Then　free　for　eΨeL　Is’t　enough　I　aln　sorry？　　　　　　　　一　　　　噌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ro　ch且dren　tempo正al　fathers　do　appease；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．f（油a：emo肥fun　of　mefcy．　Must　I卿ent，　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁，Hcannot　do　it　better　than　in　gyves，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ceslr’d　more　tllan　const面n’d：to　satisfy，　　　　　　　　　凸

If　of　m，y　f祀edom’tis　the　mainport，　take

No　stricter　Iεnder　of　me　than皿y　a皿．

Iknow　you　are　more　clement　than　vile　men，

V冊100f　the辻broken　debtors　take　a　third，’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．`sixth，　a　tenth，1etting　them　th妊ve　again　　　　　．

Oh　their　abatement；thaゼs　not　my　des廿e．　　　　　　　・　　　　　　　1

For　h【pgen，3　dear温e　tak｛≒mine，　a昇d　though

lTls　not　so’dear，　yeゼ行s　a遜e；you．　coin，d　it：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　．CT冊ee皿mall　and　man　they　weigb．　not　every　stamp；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一shough　Hgh‘，　take　pieces　for　the．丘guカe，s　sake：

Youエather，　mine　being　youls；．and　so，91eat躇）wers・

If　you　win　take　this　audit，　take　this］誼fe，

And　cancel　tLe5e　cold　bonda．　O’ hrnogen，

r11　speak　to　thee　in　silence．　（「～孔　iv．　3－29）

この独白のテーマは，自らの死を神に願い，死によって罪を償うことであるが，この長い台

詞には，「再生」・した彼の姿が見事に浮き彫りにされている。「死」を天下の名医に喩える比

　　　　　　　　　　　　　　　　　Lg（7行），「死」という言葉の同義語の多用6），「私の命を受け取り給え」（22行，27行）と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1いう言葉の繰り返しにより，Imo9βnへの罪滅ぼしとしてめ彼の死への願望が強あられてい



．70

る。しかし，それと同時に，この台詞には，神の許しが容易に得られないという悟りもうか

カミえる。彼は，「良心よ，お前はこの手足以上にきびしい枷をはめられている」（8行）と叫

ぶ。「枷をはめられている」（fetter’d）という言葉は，行の最後に置かれ，その後に少し休止

があるため一そう強められることになり，Posth｛musの良心の苦悩がそれだけ浮かび上っ

ている。さらに，この台詞には，「神々」（9行，13行，26行），「餓悔の手段」（10行），「戯

悔が必要なら」（13行），「この上ない慨悔のしかた」（14行），「罪の腰い」（15行），という言

葉がちりばめられ，台詞全体にPosth㎜usの餓悔の祈りにも似だ効果が与えられている。

最後に，第五幕第五場，IachimoがCymbehne王に自分の好計を自白し，　Imogenが潔白

であったことを述べるのを聞いた時のPo5thumusの言葉をみてみょう。

Ay　me，　m（掲t㎝eddous　fool，

Egre｛妻ous　murde祀r，　thief，－any　thing

That’s　due　to　all　the　viUains　past争　in　beillg，

To　come．0，　give　me　cord，　or　knife，　or　poiso皿

Some　uprlght　jusピcer！Thou，　king，　send　out

FOr　tOrtUrerS　ingenlOuS　I：it　is　I’

Tbat　all　th’abhoττed　thingヨo’th’earth　amend

By　being　wor8e　than　the弘Iam　Pc邑thumus，

That　ki皿，d　thy　daughter：vil囲n－Hke，　I　lie；

一　　　That　caus，d　a　le…弼er　viUain　than　myself，　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Asacrilegious　thief，　to　do’t　The　te阻ple　　　　　　　　・

Of　vi血e　wa5　she；ye粗，　and　she　herselL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Spit，　and　throw　stones，（旧st　mire　uPon　me，…把t

The　dogs　o’th，　street　to　bay　me：every　v三nainL

Be　ca11’d　Posthurnu8　Leonatus，　and

Be　v皿ainy　less　than，twa…転0工mogen！

My　queen，　my狂fe，　my　w舐∋，　O　Imogen，　　　　　▽

Imogen置Imogel1！（V．　v．210－226）　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　、、

ここにみられる激しい言葉も，第二幕第四場のPosthu卑usとPよ違う姿を描き出している。

「再生」したPosthumusの呪いは，今はIachimoに対してでなく，’すべて自分自身に向け

られている。コソマ，コロソ，セミコロン，感嘆符の多用，同一語の繰り返し一→特に，
「阿呆」（210行），「悪逆非道の人殺し」（211行），「盗人」（211行），．「悪党」（212行），、「悪党　　　　　　　　　　　　　「

轤ｵい」（218行）等の激しい言葉一一により．Pos庫u皿usは自己嫌悪の気持を強く表わして

いる。最後の“lmogen”（224行，225行，226行）の繰り返しには，　Imogeロに対する罪の意

識淋あますところなく伝えられている。同幕同場，．Iachimoから「この命をとってくれ」

（415行）と言われたPosthumusは次のように述べる。

Kne61　not士o　me　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jshe　power　that　I　have　on　you，　is　to　spare　you；

The　malice　toward5　you，　to　forgiΨe　yo覧L　LiΨe



Cア拠加」伽8の言葉について　　　　　　　　　　　　　　　　7ユ

And　deal　with　other　betteLぐ硫v6418r42正）

この飾りのない言葉には，罪を犯し，改俊し，神に許されたPosthumusの真情が吐露され

ている。

㌧　　　　　　　　　　　　　　③

次に，Imogenの言葉をみてみたい。まず，第一幕第四場，　Posthumusを見送りに行った

Pisan1oに，その時の様子を尋ねる工mogenの言葉を取り上げてみよう。

Iwould　have　bエoke㎡ne　eye－st萱ng9，　crac1ビd　them，　but

To　look　upon　him，　till　the　di㎡nution

Of　space　had　pointed　hirロshaτp　as　1nアneedle：

Nay，　followed　him，　ti皿he　had　melted　from

The　smalhess　of　a　gnat，　to　a丘：ana　theロ

Have加r且，d　mine　eye，　and　wepし（工i肌17－22）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　，　　　■●　　　■　　　■　　　■　　　●　　　．

「目の神経がちぎれてもいいから」という大袈裟な表現と，「針の先」，「ブヨ」という極端に
o　　　●　　　■　　　■　　　■　　　■　　　●　　　●　　　●　　　●

ｬさなもののイメージによって，身も心もPosthurnusに奪われた彼女の姿と，　R　War祀n

も指摘しているように7），彼女の極度の悲しみが鮮かに表わされている。Imogenはさらに

言葉を続け，Posthumusと別れる時に言い残したこととして，　Pisanioに次のように話す。

．．．；or　I　codd　make　him｛swear　　　　　　『

The　shes　of　Italy　should皿ot　betray

Mine　inte祀st，　and｝丘s　ho且our；or　bave　charg’d　llim，

At　the　sixth　Lour　of　mom，　at　noon，　at　midnight，
」　　　　　　　．

一　T，encounter　me　with　orisons，　for　the皿

1　1am　in　heaven　for　Lim；8）（工iv　28－33｝

Imogenは，　C「ツ7幼ε伽8の中で，“divi　ne　Imogen”（II．　i．59）と呼ばれたり，その心は・

“temple”（工L　i．66）に，また，彼女の肉体は“so　divine　a　tさmple”αV　ii・55）に恥えられ・
昌　　・　　■　　■　　●　　　■

_聖な雰囲気を漂わせている。この台詞では，祈りの時間が「朝の六時」，「お昼」，「夜中」と

細かく述べられ，さらに，それぞれの言葉に強勢が置かれ，彼女の敬虞な性格が浮き彫りに
されている。彼女が敬震である上に美徳．に富んだ女性であることは・第一幕第二場Jachimo　　　　　　ザの誘惑を退ける言葉からもうかがえるb

Away，　I　do　condemn　mine　ear8，　tbat五ave

So　loDg　attended　thee，工f　thou　wert　hono肛able，

ThGu　wouldst　have　told　this　tale　for　vtrtue，　not

For　such　an　end　tho皿s已ek，st，　as　ba冨e，　as　s廿ang軌

・　Th。u．　wr。ng’st　a　gendema叫wh。　is　as　f｛r

Fエom　thy卑port　as　thou　fτom　hqnour，　and

Sdlicits　heエe　a　lady　that　disda1ns

Thee，　and　the　devil　alikeg）．（工vii，141－148）
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「名誉を尊ぶ心があるなら」（142行），「美徳を説くためにこそこの話をすべき’なめに」（143

行），「そんな卑しい，道にはずれた目的をとげるためにするとは」（14《行）一彼女の用い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

る語彙そのものが美徳を漂わせている。

最初，我々の目には，Imo9εnが敬慶で，美徳に富んだ女性に映るが，彼女は決して敬震，

美徳のシンボルではない。第二幕第三場，Cl。tenとの対話では，　E　M．　W．　Tmyardも述べ

ているように，1°）彼女は完全な一人の人間としての面を表わしている。Clotenの「おはよう，

美しい妹。さあ，’そのかわいい手を。」（87行）という挨拶に対し次のように答える。

Good　morrow，　sヒYou　lay　out　tDo　much　pains

For　purchasing　but　trouble：the　thahks　I　g三ve司

Is　temllg　you　that　I　am　poor　of　thanks，

And　scarce　can　spare　them．（1．　Hi．88－91）　　　　　　　　　　　　』

Imogenは，　ciotenの大袈裟な表現をまず飾りのない言葉で冷ややかに，しかし，丁重に軽

くあしらっている。また，ここにみられる“thanks”の繰り返しは，椀曲に逆の意味を表わ
レ・アイロニーとなって・効果的な働きをしている。Cl。tenがさらに執拗こ迫るので今度　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　噌

はこう答える。　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
autモhat　you　s胆a皿豆ot　say．I　y三eld　being　sUe且t，

Iwouldロot等peak革pray夕o叫spaエeエne：，faith’

’　　　Isha皿u㎡dd　equal　d…sco皿rtesy

To　your　best　kindness：one　of　your　great　1ζn6wing

Should　learn（being　taught）forbearance．（1】L　iii．95－99）

「口をききたくないところです」（94行），「同1じご無礼をお見せする」（95行）とし・うかなり

　　　　　　　　　　　　　　　■?ｩらさまな言葉，「あなたの最高のご好意」（98行），「博学なあなた」という皮肉，一こ

の台詞には彼女の苛立ちが顔をのぞかせている。最後に，．Clqtenが・Postbumu5を嘲笑す

るのを聞くと，Imogenは憤然として叫ぶ。’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔
　　　　　　　　　　　●ge　never　can　m母et　mo罫e　mischanoe　than　c。m．e・

，To煙but㎜，d。f　lhee．日s　meaガst解ment，　　　　　　一
ITh旦t　ever　b且th　but　cHpP’d　his　body，　is　dearer

In　my　lespect，　than　a皿the　hahB　above　thee．

Wbre　they　aH　made　such　men：How　now，　P三sa㎡o！（工L葺i．133－137｝

Clotenを“thee”で呼び，「夫の肌にふれたものならどんなぼろ服でも，おまえのような男

が束になろうと，その髪の毛の数ほど集まろうと，それよりほるかに私にとって大切だわ。」

（134行一136行）というImogenの言葉には，　Clote且比対す1る彼女の毅然とした態度があり

ありとあらわれている。特に，「ぼろ服」（134行）という言葉は，後にClotenがPosthumus

の上着を着てImogeロの後を追うこと，また，　Imogenが首のなU・Clotenを夫のPosthumus

と間違えることを考えると，筋の展開の五からも極めて重要な言葉になっている。

次に，第三幕第二場，Pisa蜘からPosthumusの手紙のことを聞く時のImqgenの台詞

をみてみたい。　　　　　　　　　　　　1　　　　・　　　　　　　．
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0，for　a　horse　with　wing5！Hear，st　thou，　Psanio？

He　is　at　Milford－HaΨen：read，　and　t色n　me

How正ar，tis　thitheL　If　one　of　mean　affai恩

May　plod　it　in　a　week，　whフmay　not　I

Glide　thither　i皿aday　P　Then，㎞e　Pisanio，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　也

Who　long’st，　hke血e，　to　see　thy　lord；who　lonぎst

（OIet　me　bate）but　not　like　me：yet　long　st

’コ3ut　in　a　fainter　kin〔工　0，　not　Hke　1皿e：　　　　　　　　　　凸

For　mine，s　beyond　beyond：say，　and　5peak　thick，

（Love，s　counseHor　I　shot且d五皿the　bo】嘘s、　of　hea五ng，

To　th，　smotllering　of　the　sense）how　far　it，　is

To　t1五s　same　blessed　1＞皿ford、（皿．　ii．49－60）

ヌン’

週間」と「1日」との対照，括弧による付け、足し11）（55行，58行），一この台詞には，M．

VD。r登nの指摘するように，12）ヒステリーではなく狂喜が，夫のもとへとはやる心が，見

事に描き．出され，人間Imogenの姿が躍動している。

第三幕第四場，M丑ford港近くの田舎道でPl5anioからPosth皿1usの手紙を読まされた

Imqgel1は，自分が夫から不義の疑いをかけられていることを知り，進んでPisanioの手に

Why，　I　must　die：

And　if工do．　not　by　thアhand，　thou　art

No　servant　of　thy㎜呂ter’鼠Ag癖nst　selfLdatlghter

．　The典is　a　pro雌bition　sQ　di版11e

That　c凪vens　m．y　weak　hani　Coπ1e，　here，s　my　heart，

（Something，s　afo祀’t，－soft，　soft　1　we’U　no　defence）

Obe猷ent　as　the託abba虹What　is　here　2

The　soriptules　of　the　loyal　Leonatus，

All　turn，d　to　heresy？Away，　away，　　　　　　　　　　　　　　　　・

Co㎝pte罵of　my　faith！you　sha皿no　mo祀

Be　stomachels　to皿y　h甑：thus㎜y　pqor　foρls

B磨Heve　false士eachers：though　those　that、　are　bet：ay，d

Do　feel　the廿ea50n　sharply，　yet　the　traitor

Stands　in　worse　case　of　woe．（1H．　ivヨ74－87）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

死を前にしたImogenの言葉は誇張した表現，装飾的なイメージもなく静かに流れ，平静な

　　　　　　　　　　　　　　　」Sの状態をあますところなく伝えている。また，ここに頻出する神学上の言葉13）は，我々に

再び“divine”な性格のImogenを思い出させるのである。　H　C　Goddardは，1mogenの

性格のまとめとして，“naiVe　ghi”，“qUeenly　WOman”，’郵tragiC　ViCtim”の3っをあげてい

るが14），私はそれに“divine”15）で“v㎞1e”に當んだ性格も付け加えたい。’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi4）F　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

次に，Clotenの言葉を取り上げてみよう。　Clotenは，紳士1から「どんな悪口もおよば

ぬひどいやつ」（1．蓋．17）と批評され，また，’lmogenにも「粗野で，低能で，鼻ばかり高

いろくでなし」（1王1．iv．135　　　　‘）とこっぴどくや：られている。彼は主として散文を話し，その

散文が，Milton　C祀neも指摘しているように16），彼の滑稽な性質を強調している。　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
ﾜず，第二幕第一場，木球戯で邪魔をされ，大損をしたことに腹を立てるClotehと貴族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナQの対話をみてみたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『

αo．Whoreson　dog　l　I｛典ve　hiln　satis魚cti。n！W。uld　he　had　lμ皿one　of　my〕】加k1

58‘．五〇プ4．〔Aside〕To　have　smelt　like　a　foo1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「b‘o．Iam　not　vεx’d　moエe　at　any　fhing　in　th’earth：apox　on’t！工hadエather　not

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Dbe　so　noble　as　I　am：they　dale　not　Eght　with　me，　because　of　the　queen　my　mo一

．　’．ther：every　Jack51ave　hath　his　bellyful　of丘ghting，　and　I　must　go　up　and　dowl1

輩ke　a　c㏄k，　that　nobody　can　match．　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　・

＆¢　Loプ4。　〔Aside〕Yoロare　cock　and　capDn　too，　and　you　crovず，　cock，・・壷ith’your

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

丁犬畜生」（i6行）という乱暴な言葉，「あいつが僕の身分と同じ程度であれば」、（16行一17　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　、s）という高慢さ，「満腹するまで喧嘩する」（22行），∫軍鶏みたいにほっつき歩く」（23行

一24行）という滑稽な比喩一この散文の台詞には，Clotenの性格が見事に描き出されて

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　一

Clotenは時々韻文も話すが，彼の韻文は他の登場人物の韻文とどめよ’うに違うかみてお

こう。一例として第二幕第三場，Imogenに自分との結婚を迫りPα3th㎜usを嘲笑する箇

所を取り上げてみたい。　　　　　　　　　『

Ybu　sin　against

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．nbed三ence，　wh呈ch　yoロowe　your　father；foゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，she　oontract　you　pretend　w三th　that　base　wエetch，

One　bred　of　altns，　and　foster’d　with　cold｛五忌hes，

With…給raps　o，　th，　oo1耐，　it　ls　no　oont1駐ct，　none；

　　　　　　　　　　　　　　　　　．`nd　thou　it　be　allow’d　in　meaher　parties

（Ybt　who　than　he　mo肥mean？）to　knit　their　souls

　一
P0n　whom　the：e　is　no　rnore　dependencア　　　　　’

But　brats　and　beggary）iu　se猛一figur’d　knot，

Yet　you窪1e　cuτb，d　fk）m　that　enlargement，　by　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　1

The　consequence　o’th’crown，　and皿μst　Ilot　fqU

The　pエeciou母notg　of　it；with　a　base　sla．ve，　　　　　　　　　　　　　　　一

Ah且d1ng．or　a　liverア，　a　squ丘e，s　cloth，．、

Apantler；not．so　e謡ne且t．（工L　i茸．113－124｝　　　　　　　　　　　　　　　　一
｛　　幽
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Clotenの韻文は，彼の散文同様粗野な言葉に満ちている。　P㏄thumusを批評して，「あの

卑しい男」（115行），r宮廷のあまりもので腹を満た・してきたやつ」（117行），「あいつより卑

しいやつなんてこの世にないと思う」（119行），「あんな卑しい下郎」（122行），「お仕着せ服

の下男」（123行），「台所の下働きにも劣る男」（124行）と言っているが，知恵が欠けている

ため，罵りの言葉は空回りしている，さらに，この韻文は才知あるImqgenの韻文の間に置

かれるため，対照により，．Clotenの粗野や低能さが一そう浮き彫りにされることになる。

ここで，再び彼の散文にもどることにする。第三幕第五場，P三sanioから手紙を渡され，

Imogenの行方を知ったClotenは，　P玉sanioにPo§thuπ1usの服を取りに行かせ，その間に

次のように独白する。

Meet　th∈e　at　Milfor己一Haven　1（I　fbrgot　to　ask　him　one　thing，1’U　lemembeft

an。n）even　there，　thou曲in　P。sth㎜us，　wm　I嵐thee．　I　w。皿d　these脚ents

wefe　comq　She　said　upon　a　t玉me（the　bitterness　of　it　I　now　belch　flnm　my　heart）

that　she　1ユeld　the　very　garment　of　Posthumus　in　mo肥エespect　than　my　noble　and

nat皿魁person；to解ther　with　the　adomment　of　my　qualitie翫Wlth　that　suit　upon

my　back，　w迅Iravish　her：丘fst　kill　him，　and　in　her　eyes；there　shall　she　see血y

Ψalour，　which　will　then　be　a　tormen、t　to　her　contemp転　He　o皿the　ground，　mア

speech　of　insultment　ended　on　his　dead　body，　and　when　my　lus亡hath　dined（which，

as　I　saア，　so　prais’d）to　the　court　I’皿kn㏄k　her　back，　fbot　her　home　again。　She

hath　despis’d　me祀joicingly，　and珊be　merry　in　my　revengα（皿［。，机133－150）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜uミルフォードまで会いに行くそ！　そうだ，あいつにきくことがあったのに，・忘れていた，

ま，あとで思い出せぱいいや。いいか，ボスチュマスの悪党め，そこで会ったら殺してやる

からな。あの女め，よくも言いやがった，いまでもあのくやしさが喉までこみあげてくる。」

（133行一136行）一この散文の独白は，要点からそれてはまたもとへ戻るClotenの散漫

な頭脳をあらわしている。B虚an　Vicke：sも指摘しているように，17）ここでは，　Clotenが自

分で要点を繰り返しているのである。また，語彙の乏しさからくる同じ言葉に表現の繰り返

し，粗野な言葉の頻出，括弧の多用一これはClotenの言葉の特徴であるが一などによ

りClotenの性格が鮮かに浮き彫りにされている。

最後に，第四幕第一揚，Im．ogenを追いかけてW組esまで来た彼の独白をみてみること

にする。

How丘t　hls　garments　serve血e！Why　should　his　mistress　who　was　made　by

bim　that　made　the　tailor，　not　be丘t　too？Theエather（sav1ng　reve：ence　of　the　word｝

fbビtis　said　a　woman，s丘tnegs　coロ真es　by丘t翫　The肥in　I　must　plaフthe　workma叫1

da祀8peak　it　to　myse廿，　for　it　ls　not　vain－glorγfor　a　man　and　his　glass　Itoρonfbr

i・hi・。wn・h・m悦・；エm田・，　th・lines。f　my　b。dy㈱as　w・皿．面糊罫・hi・；n・

1・駆y。・ng，…・tm・g，　n。t悦・㎝th脚・f。・tun・醐y。nd　him　in’・he　aヨ・鱒解

of　the　time，　above　him　in　birth，　aHke　conversaロt　ln　gen已r昌l　services，　and　fnore

肥markable　in、　single　oppositions；yet　this　imper3eveτant　thing　loves　him　in　Iny　de一

spite．　What　mortality　is！Posthumus，　thy　head（which　now　is　growing　upoi　thy

shoulders）shall　within　th…s・hour　be　oE，　tlly　mistress　er置brced，　thy　garments　cut　to
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pie㏄s　befoエe　thy　face：and　a皿this　done，　spurn　her　home　to　her　father，　who　may

（haply｝be　a　little　angry丘｝r　my　so　mugh　usageご（rV．　i．2－22）

第三幕第四場で，㎞ogenはClotenを「粗野で，低能で，鼻ばかり高いろくでなし」σII．　　　　　　　　　　閣

瓦135）と批評した。彼が「粗野」で「低能」であることは，前に引用した第三幕第五場の

彼の独白にはっぎりあらわれていた。ここには，同じ粗野な言葉，同一語の繰り返しや無意
●　　　●　　　●　　　■　　　●　　　■　　　●　　　●　　　◎　　　■

「容姿の美しさでは肩を並べ，若さでに負けず，強さでは勝っており，財産は下じゃなくて，

境遇は上で，身分ははるかに高くて，戦術の知識は似たようなもので，一騎打ちなら絶対ぽ

くのもの。」（7行一11行）と述べている。さらに，この内容のない台詞は，「っまりぼくの

言いたいことは」（7行）という言葉で始められているので，一そう彼の馬鹿さ加減をあら

わすことになっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
@　　　　　L以上みてきたように，Clotenの言葉，特に散文は，彼の性格描写に極めて重要な役割を

果している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

⑤　　　　　　　　　　　　、

最後に，IacHmoの言葉をみてみたい。彼もCloten同様散文で話すあにふさわしい人物
であるポ第一幕第四場に登場する彼は，まず散文でPosth㎜usの批評を始める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　「

@　　　βe狂eve　it　sir，1』ave　seen　him　in　B煮ta1且；he　was　then　of　a　crescenでnote，　ex－、

pected　to　pエove　so　worthy　as　since　he　hath　been　allowed　the皿ame　o£But　I　could

then　have　look’d　on　hi皿without　the　help　of　admiration，　though　the　cat組ogue　of

his　endow揃ents　had　beenl　tabled　by　his　side　and　I　to　peru史him，　by　item．’

　　　」i工v61－7）
」　　　　　L

「私は彼を見てもそう感嘆はしなかった。」（4行一5行）一この言葉にIachi珈oの性格

がはっきり打ち出されている。彼は，最初は，他人を冷笑して，Cン規う読摺の筋を展開さ
・せるための悪党として描かれている18）。同幕同場，Posthumusとの対話で，　Posthumusが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1t

妻㎞qgenの貞淑さを褒めれば褒めるほど彼の散文は嘲笑の度を増している。

第・一幕第七場，Pc8thumusとの賭けで，工mqgenの貞淑さを試すためにBritainに着いた

1achimoは，彼女との対話では韻文を話す。

It｛盟nnot　beヌth’eye：for　apes　and　m。nkeys，

，Twlxt　two　such　shes，　wo岨d　chatter　this　way，　and

Cdntgmn　W三th　mow8　the　othe二Nor　i’the　judgement：

、For　idiots　in　this　ca5e　of　faΨour，　would

　一aε・wiselアde丘nite：nor　i’｛h，　apPetit巳

Sluttery，　to　such皿eat　ex㏄皿e鳳ce　opPos’d，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Should　make　desire　vomit　elnpti皿es5，

Not　SQ　alluf4　to　f壱e乱　　（1．　vii、　39」45）　，

コソマ，コロンの多いこの韻文は，1血ogenの美しさに驚くIac1オ㎞Oの心の乱れをあらわし
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ているが，驚きの表現としての「猿」（39行），「商売女」（43行）という野卑なイメージは

Iachmoの性格を示すと同時に，　Imqgenが清純であるため，逆にIachimoの心の醜さを一

そう浮き彫りにしている。

第二幕第二場，好計を用いてトランクの中に身をひそめ，首尾よく1！nogenの部屋へ忍

び込んだIachimoは，トラソクの中から出ると工mogenの美しさについてやはり韻文で次

のように独白する。

TLe　crickets　sing，　and㎜n’s　o’e司abour’d　sense

Repai：s　itself　by祀sしOur　Talqui皿thu5

Did　sofdy　pre5s　the　rushes，　eτe　he　waken，d

The　c｝1astity　he　wounde己Cythe：ea，

How　bravely　tLou　becom’st　thアbed！fresh　iUア1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’`nd　whiter　than　the　sheets！That　I　migbt　touc五！

But　1｛iss，　one　kiss！Rub玉es　unpa滋agon，d，

How　dearly　t㌔ey　do，t：，tis　her　b祀ath三ng　that

Pe蜘mes　the　chamb∋r　thus：the　nameげth’tar£r

一Bows　t。wad　her，　aロd　w。uld　under－peep　her　llds，

To　5ee　th，　endosed　l董ghts，　now　canopied

Under　these　windows，　white　and　a2u祀lac’d　　　　　　　　　　I

With　blue　of　beaven，s・own　tlncqrL　li．11－23）

この独白は，第一幕第七場の韻文とは異り絢醐たるものである。「タークィソ」（12行），「ヴ

イーナス」（14行）という古典，神話の人物，Imogenは「咲きそめた白百合」（15行），唇

は「二っのルビー」（17行），彼女の部屋はかぐのしい息のため「芳香に満ちている」（19行）

一この台詞はあまりにもi美しくきらびやかで，E．q　Pettetの指摘するように加）我々は

Iacbimoの悪を感じないほどである。しかし，彼の言葉が華やかであればあるほど，皮肉な

ことに，彼の内面の偽りが顔をのぞかせている。

Posthumusを騙し，　Imogenを不幸にしたIachimoは，その後ずっと良心の呵資に苦し

む。第五幕第五場，q㎜beline王のテソトの中で，彼はPα3tLumusに対し，犯した罪の償

いに自分の命をとるようにと懇願する。

工am　down　aga…皿：

But　n。w　my　heavy　oDnscience　sinks　my　knee，

As　then　your　force　did．　Tqke　that　li隼，慷εgh　you，

W上ich　I　so　often　owε：but　your且ng丘謡t，

Aid　here　the　b：acelet　of　the　truest　princess　　　　　　　　　　　　　　　　　、

・That　ever　swore　hβエfaith．（V机413－418｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

Iachimoの飾りを取り去ったこの台詞は，真に罪を悔いて「再生」した彼の姿を見審に浮き

彫りにしている。

以上，Posthumus，　Imqg6n，　Cloten，　Iachimoの言葉を取り上げ，それぞれの言葉が性格

i描写に果す役割をみてきた。
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同義語と考えている。＠．‘f’．，pp．162－163）　　　　　　　　’

（7）R．Warre1：げ‘丁伽ご胃’‘ロ互Virtuosit￥a且d－Po8だ確’COmplex　ity　in‘（汐励6互漉’”，　S加々8’

3ρθβア83”ア〃εッ29（Cambridge，1976，，　p．43

（8）J．M．　Nosworthyはこの箇所について次のような注をつけている。“The　times　mentioned　are　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

three　of　the　seven　cano且ical　hours　of　the　Div垣e　O」田ce．　Thβobviou5　inζerpretatioロi3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

that　Imogen　sees　herself　as　a　goddess　whom　Posthumus　i3　to　worship　at　certain　hour3，

but　I　doubt　whether　it　is　the　correct　one．　I　take・・enOounter　me”to　mean・・joiロme・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（cf．0．　E．　D．　encounter．　vb．6＝to　go　to血eet）and　would　interpret：Iwould　have
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「モ?≠窒№?п@him　to　join　with　me　in　prayer　at　the3e　times　because　l　shall　then　be　praying

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二Efor　him．（oρ．6ゴf．，　p．18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

⑨Sister　MiriaIn　Josephは5肋々¢」ゆθπ昭，5σ舘げ・診加魚♂3げ加”8’惚88（Colu’mbia，1947）

の中でこの台詞について次のように述ぺている。‘‘By　the丘gure　antirrhe5is．one　rejects　an　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

oppolent，s　aτgument　or　opinio皿becausg　of　its　error　or　wickedness，　Thus　Imogen　in．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　軋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

р奄№oa耳tly　rbjects　Iachimo　aロd　his　fabricated　testimony．　against　Posthumus・1’（P・219）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LI瓦M．W．　Tillyard：S加々御8伽’εLロε≠P切3（Chatto＆Windus，．1968〔1938〕，）P．30

⑪’W．H．　Clem鋤はqy緬召1’館における括弧の多用について次のように述べている。“The　fre一

quency　of　parbntheses　in　Cツ銘め¢1f”ら　striking　the　reader’even　if　he　only　superficiaUy

peruses　the　pages，　may　illustrate　this　llabit　of　rhetorical　insertion，　although　some・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．狽奄高?刀@these・parentheses　ind三cate　the　easy，　colloquial，　natural　style　which　is　also　to

　　　　　　　　　　　　　　．
b?@found　in　Cン切う召κ”8．，，（oρ．　cゴ’．，P．208）

⑫M．V．　Dorenは5加舵3ρ即畑（George　Allen＆Unwin，1941）の中でImogenのこの台詞に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ついて次のように述べている。“This　is　not　hysteria，　it　is，　rapture．　The　woman　who　bears

down　upon　Pisauio　aコd　us　with　such　a　rush　of　ea8erness，　suOh　tornadoes　of　loy，　is

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．??窒唐?撃?@whole　and　strong．，，（p．31工）

⑬　G．HartwigはS加如5ρ8〃ε’且丁耀8・∫‘o川’‘，y冨sfo”（LouiSiana　State　Un量versity　Press，

1972）の中で，“theological　vo¢abulary”が工lhpgenの性格描写を深めていることを指摘してい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

る。（P．75）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．M　H．C．　Goddard：丁毒θ漉砺ゴ”8｛りρ3加ゐ83」ウ館紹lThe　Uコiversity　of　Chicago　Press，1951），

pp．　635－636　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

㈹ImogenはPosthumusにとっては，“the　gift　of　the　gods”（L　v・88）・廷臣の一人にとって

は，‘‘divine　Imρgen7’（II．　i．59），　Pisanioにとっては・　more　godde5s－like．　than　wife－1ike

｛正II．　ii．8）である。また，　Belariusが彼女を見た時，次のように述ぺている。　　　　　　　．

By　Jupiter，　an　angel1　or　if　not　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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An　earthly　paragon！Behqld　div三ロes5

No　elder　than　a　boy！（III．vii．　15」1η

⑯Milton　Crane：3み盈ε3ρ忽アθ，3　P”舘（Cambridge　U．　P．，195工）p．122

⑰Brian　Vickers：丁加4ア”3’ηげS加々83ρ侮昭’3　P躍｝3禮．｛Methuen，1958），　p．410

⑱M．R．　RidleyはS加々8ερ麗超’3　P’αys’・4　Co”捌召”勧7（Dent＆Soロs，1957〔1937〕）の中で

Iachimoについて次のように述べている。
‘‘??@i3　just｛a　vi11ain，　to　start　the　wheels　moving；he　has　no　animus　agaillst　anyone，

nor　has　he　any　passion　for　Imogen；he　has　laid　a　wager　aロd　w三U．win　it　if　he　can．”

（P．206）

嶋　‘‘You　may宙ear　her　in　title　yours：加t　you　know　stran8e　fowl　lightロpoロneighbour一

ing　ponds．，，（11．91－92），孟‘lf　you　buy　ladies’Hesh　at　a　millio匝adam，　you　can血ot　pre一

serve　it　from　taiロting；”（11．139－141｝等の君葉を参照。

㈲E．C．　Pεtt就はS肋舵5♪忽彫α”4’加Rθη1π”σθ丁解4飯o，9（Staples　Pre5s，1949）の中で次の

ように述べている。

‘‘cramatically　these　linε5　are　faulty：theアare　o肛t　of　keeping　with　the　reality　of

the　scene　and　w1th　the　character　of　Iachimo．…3ut　they　achieve　another　effect，　with　the

add三tion　of　lyTic　beauty：tlley　obliterate　reality，　so　that　we　hardly　feel　at　a王1　theΨile一

且ess　of　Iachimo　or　the　pote旦tial　distress　of　the　scene．，，（pp．180－181）


